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信州 の
長沼城跡出土唐津焼
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長沼城跡

長沼城は戦国時代武田信玄ゆかりの城とされ、 千曲川沿いの平地に

築造された南北約650m、 東西約500mという大規模な平城で、 16~

17世紀の城跡と考えられている。 発掘調査は昨年度秋から実施し、 継

続して今年度も調査中である。

二の丸推定地の調査では、 士坑、 溝跡、 遺物集中といった遺構が発
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見された。 出土遺物にはカワラケ、 内耳鍋などの士器や陶

磁器、 石臼や五輪塔といった石製品、 銭貨や鉄砲玉、 鉄釘

等の金属製品、 その他被熱赤化した壁材や動物骨など様々

な遺物が出土している。

その一角には、 焼土や炭化物が分布する範囲が確認さ

れ、 カワラケや16世紀中～後半頃の瀬戸焼の丸皿などの生

活道具が出土していることから、 中世～近世の屋敷地や建

物跡だった可能性を考えている。
きたみかづきぽり1

北三日月堀推定地では、 縄張り図とほぼ同規模の堀跡の

平面形を検出し、 地表下3m強でその底部を確認した。

6月以降、 調査は新しい地区へ順次展開していく。 昨年

長沼城跡調査地点

から調査している地区を含め、 城内の遺構の規模や時期について解明していきたいと考えている。 今後、 現地説明

会等により、 調査成果を発信していく予定である。 調査成果にご期待ください。

北三日月堀の範囲（人が立ち並ぶ上側になる）

（岡村秀雄）
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長沼城跡の縄張り図
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最新報告書から1
あさかわせんじょうち

長野市浅Ill扇状地遺踏群
いいづなやま

浅川扇状地遺跡群は飯縄山を水源とする浅川によって形成された扇状

地上に立地する。 今回の調査では、 弥生時代後期から平安時代の集落
きりはらようがい

跡、 中世の居館（桐原要害）の堀跡などが見つかっている。 ここでは、

弥生時代後期・古墳時代前期の集落と墳墓について焦点をあてて紹介し

たい。

弥生時代後期は、 中葉に北側地区で、 後葉には南側地区で集落

跡が見つかっている。 特に、 北側地区の北西約500mには、 吉田

高校グランド遺跡で後期中葉の集落跡が検出されており、 両者が

集落として一体であったとすれば大規模な拠点であった可能性が

ある。

墳墓に着目すると、 終末期の方形周溝墓の周溝からは、 当地独

特の口縁が二重となる珍しい形態の壺が出土しただけでなく、 北

陸系土器や海洋性珪藻も検出されている。

古墳時代は、 前期から後期の遺構が見つかっているが、 特に、

前期の竪穴建物跡は広く分布していて、 かなりの大規模集落が営

まれていたことが分かった。 そして、 この時期も北陸や東海地域

の特徴をもつ土器が多数出土している。 また、 該期の墓域は、 方

形の墳墓が6基近接して造営されているが、 そのうちの1基の周

溝内の葬送儀礼跡からは、 西濃地域の影響を受けた高坪が出土し

ている。 この時期の東日本各地で広範囲に展開された地域間交流

を示すものと理解される。

長野吉田高校
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遺跡遠景（南東から）

古墳時代前期の墳墓出土土器

このように、 弥生時代から古墳時代にかけて北陸や東海地域と活発に交流していた大規模集落を営む在地の有力

者の存在が浮かび上がってきた。 （西 香子）

［南相木村藷る最遺跡
C三曰”
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孫七坂遺跡は、 南相木村と南牧村境、 標高1,090m前後の谷筋に立地す
ふ南相木村役場

る。 遺跡周辺には、 山林と整備された高原野菜の畑地が広がる。 今回の
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遺跡全景（北より）

調査地点では、 後

世の開発による造

成 土 が厚く堆積
＼ニ

し、 地形が大きく変わっていることが判明した。 遺構の検

出はなかったが、 造成土より下層で、 縄文時代の土器を包

含する層が部分的に残っていることを確認した。 出土した

土器片は数点で、 詳細な時期は不明だが、 縄文前期後半以

降と思われる。 （寺内貴美子）
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